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校長  竹下  恭子 

 １０月２８日（木）市中の次期生徒会本部役員を決定する選挙が行われました。３

年生にとっては後輩たちに市中を託す重要な意味となる場。２年生にとっては託さ

れたバトンを中心となる学年として引っ張っていく責任も実感する場。１年生にとっ

ては、はじめての選挙で生徒会の一員であることを改めて知る貴重な機会。それ

ぞれの学年にとって選挙の意味を問う機会

となりました。立候補した皆さんが「生徒がさ

まざまな視点から物事を考え、互いの意見

を尊重できる生徒会」や「全員にとって過ごしやすい学校になるように」「人と

のつながりを大切にした生徒会」「SDGs の取組を率先して発信していく生徒

会」など、目指す生徒会の姿をイメージしており、これまでの市中生の思いを

つないでくれるであろう頼もしさを感じました。そして今年も選挙管理委員会

の皆さんが、「公平・公正」な選挙の実施に向けて様々な準備を整え、着実に

選挙を足元から支え、サポートしていました。新役員を支えていくのは、まさに市中生一人ひとりの存在なのです！ 

 

 

 

 

 

１０月１３日（水）全校生徒による「木のストローワークショップ」を開催し

ました。以前からお伝えしているプロジェクトメンバーが、事前学習、当日

の進行、広報活動に取り組み、無事に全校ワークショップを迎えることが

できました。 

まず「ヨコハマ SDGs デザインセンター」の河野様による講義をオンラ

インで視聴しました。木のストローは、横浜市の水源でもある道志村の間

伐材を利用して発案されたものです。ストローの制作過程を通して、環境

や経済、社会の課題解決に向けた取組が必要だということに気付きまし

た。ワークショップが実際に始まると、解説と手順どおりに丁寧につくる人や、まず

は作ってみようと早々に動き出す人、慎重にのり付けをする人、友だちの制作のア

シストをする人…色々な取組の姿が見られました。最後に木のストローに関して河

野さんに Google classroom を使って質問をしました。体験を通して出てきた

質問や疑問から、一人ひとりが持続可能な社会について学び、自分に何ができる

のだろう、と考える貴重な機会になりました。ご家庭でも木のストローの感触を確

かめられた方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

 

 

 

http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/ichigao 
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   令和３年度 生徒会役員選挙（37期） 新役員決まる 

 『市中から世界を変えよう～「木のストロー」から学ぶ持続可能な未来～』 

第２回ワークショップ（全校）を開催しました 
 

 



 

 

 

  10月 29日午後。自然教室前々日。本校体育館で結団式を実施しました。ここまで

の苦難の道を克服し、ついに行ける！成功させよう！と意思を共有しました。 

  3１日朝。日曜の早朝、5台のバスが市ケ尾中学校を後

にしました。八ヶ岳自然学校に到着し、その寒さにびっくり

（職員のスマホ情報によると気温２℃）。自然学校の先生

方から丁寧な説明を受け、方位磁石と地図を受け取りい

ざ出発。ポイント制・クイズ加点あり等順位もつく・賞品もありとの

ことでみんな頑張っていました。左上は表彰式。優勝賞品は黒曜石でした。 

１１月１日。すっきりとした晴。気温も高め。やまぼうし自然学校で森遊びスタート。

いろいろな道具の説明を受けた後、各々やりたい遊びに夢中になりました。午後はド

リームキャッチャー作りに超集中。細かい作業にもしっかり取り組みました。 

２日。昨日に続く晴天の中、鷹山牧場で乳しぼり・トラクター乗車・バギー体験に臨

みました。どれも新鮮な体験だったようです。 

そのほかにもレク大会や自由時間。目いっぱ

い楽しんできました。食事時間もとにかくよく

食べ、おかわりラッシュで宿の人の対応が追

いつかないぐらいでした。楽しいDJタケノコ放送もとてもよかったです。 

楽しい思い出がいっぱいできた自然教室、みんなの笑顔にあふれていた充実した三日間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★１1月のスクールカウンセラー開室日は、11日（木）、18日（木）です。 

★１２月の開室日は２日（木）、９日（木）、16日（木）、23日（木）です。SC用 電話（０４５－９７２－０３３５） 

 

 ２学年 自然教室に行ってきました（初日極寒・２，３日目紅葉！） 

 10月29日（金）今年の文化学習発表会のオープニングセ

レモニーが開催されました。今年のテーマは「Change 

Our Life（持続可能な世界にするために自分たちから変

わろう！市中から世界を変える一歩を！）」です。クラス、学

年、委員会や部活動等、さまざまな団体の活躍の場とするこ

とで、全体でテレビ集会による発表会ができるように年度当

初から計画が進行中でした。しかしながら、分散登校中に十

分な活動の時間を保障することが難しかったため、一部予

定を変更しての開催に変更。すでにクラス単位で決定して

いる SDGs１７と関連した内容について調べたことや PRし

たいことを今後発表していきます。 

急な予定変更となったにも関わらず、短い準備期間で３

年生を中心とする文化学習委員がインタビュー動画を作成

したり、クイズを出題したり、オリジナルドラマを撮ったりし

て、全学年を盛り上げる工夫を凝らし、オープニングセレモ

ニーは大成功。今後は、このセレモニーを皮切りに長い期間

を使って取り組み、完成した学年ごとに、その成果を共有し

ながら発表を進める予定です。 

 

本校では毎年11月に1，2年生が福祉体験学習を経験

します。昨年度は感染症拡大防止により、全ての体験を中

止としましたが、今年は規模を縮小し、可能な範囲で行っ

ています。 

映像による学習、オンラインによる職業講座や、ユニバ

ーサルマナー講座（オンライン等）、調べ学習が中心となり

ますが、先日外部講師を本校にお招きし、学年別講座を

体育館で開きました。テーマは「高齢者・認知症について

知る」です。認知症の方が共同生活している「のぞみ」の

相談員冨田様が来校され、講演とワークショップを行いま

した。ワークショップでは、 

生徒の皆さんから希望者を 

募り、実際に認知症を発症 

された高齢の方にどう接する 

のか、寸劇方式で学びました。 

講義だけでなく、一緒に体を 

動かして認知症について理解 

を深める機会となりました。 

 

 

 

文化学習発表会オープニングセレモニー １,２年生 福祉体験学習始まる 

 

横浜市健康福祉局作成ガイドもテ

キストとして使っています。 

結団式で自然教室に行

ける喜びを 2年生に語

る市山先生 

この斜面の中 ２時間たっぷり遊びました 

手前は落とし穴堀り 木の下はブランコ作り 


